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下横尾～元屋敷地内にかかる笹川橋は、終戦後までは北陸街

道における交通上重要な役割を果たしてきたが、この橋は明治

初年に架設されたもので、

当時、往還者はもちろん、近接の住民たちにとって大きな喜

こびであったに相違なし、。そのため、当時近隣の有志たちの手

によって橋の安全と道行く人の安全を願って地蔵尊を橋畔に安

置して妃り供養を続けてきたものであろう。

当時ーは、旧木造矯の北側！（現在の橋の少し上流）と、対岸の

元島敷側〈旧街道の東側〉とに向い合5ように一体ずつ安置さ

れていたものであるが、 この地蔵尊にまつわる伝説も多く、 大

正元年の大水害のときに、橋と共に洗失し、そのあと水害が絶

えず、ょうやく数年後河中で発見、拾い上げて安置した之ころ

以来7.1<.笹がなくなったといわれ、また下横尾地内の地蔵尊が

しばしば母子枕に現われ、元屋敷へhきにし、から移してくれとい

われたので、）度元屋敷へ移したが、その後再び夢枕に立ち、

やはり自分は元のところへ帰りたし、といわれたため、また下横

尾側へ戻したという話も伝えられている。

近年、交通の急激な発達に伴ない道路と共に橋も近代的に改

修され草：むらに立つ地蔵尊も近代文明からは邪魔物扱いにされ
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笹川橋

路傍に放置された形になり、 下横尾の地蔵尊の虫l"Iきは今は既

に首もなく仏像本然の形さえも~なわれようとするほど荒廃し
ている。このため、残り少い信仰者の蜜うるところから、｛読尾

地内の地蔵尊は同地山側墓地の一角に簡素なコンクリー I・製の

雷除け小屋を作り 、 他の不動尊、観音像などの石仏と ;j:I~に一堂
に集められ今だに村人の信仰の対録になっているO

また、元屋敷側の橋守地蔵は、宮崎地区の信仰厚い某老女の

手によって、宮崎西側l入口の；J、さな一堂に；修され、他の多くの

石仏首fと共に安置され、丁重に紀られ供養されてし、る。

地蔵尊は民間信・｛Lflの中で民衆の最も身近に接触できる仏体で

あるが、ヲミ折した子どもが饗の河原でi,i}；鬼青鬼から資められる

のた地蔵ぽさつの抗11にすがって助けを求める話ーから、どの地方

でも地蔵を作っ て供聾する風習があり、近年はこれにす、ずきん、

坊とし、よ記れかけをつけて幼児の姿にみたて、革魂の無事極楽行

きを闘うならわしになっ てきているつ

元康般の橋守地蔵も今や波守地i設とも言うべき立場に変わり

亦ずきんに赤いよだれかけを掛け、童顔に微笑を浮かべ、 近代

文明宣よそに遠く日本海の彼方を閏を細 めてながめておいで

になる。



(2) 
昭 和 47年 6月 10日
月 刊（毎月 10日発行）ひさあ第202号（昭和13~年 8 月 8 日）

第3種郵便物認可／

非

常

災

害

に

備

富
山
県
総
合
防
災
訓
練

｜

朝

日

町

で

行

な

わ

れ

る

｜

！、．ょ.... 
f

司

JJ
We

l
l

m

＼
〈

fμ切
と

l
h
M防
川

一』

i
i
司
呂va
句
国

「

＼
．

4
岬
司
刷
E
・
E
・
副
圃
圃
園
周
H

－
－
、晴

－縛
此
い

1

・J
J

一一一一千
人僻

γ

・

地
謀
、
台
風
‘
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水
、
火
災
な
ど
の
災

出
発
生
に
た
い
し
、
防
災
体
制
の
万
全
を

則
す
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と
と
も
に
、
防
災
活
動
に
閲
す
る

責
任
と
aH党
と
技
能
の
向
上
を
は
か
る
た

め
の

「
附
和
凶
十
七
年
度
前
山
県
総
合
防

災
訓
糾
」
は
、
聞
と
朝
日
川
の
主
催
で
五

月
三
十
一
－
日
午
前
九
時
か
ら
的
地
区
の
繁
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底
放
地
氏
、一
日
門
的
漁
港
、
泊
中
学
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を
中
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ま
し
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訓
練
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知
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を
本
部
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朝

日
町
長
を
副
本
部
長
に
、

問
、
問
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、
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の
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機
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団
体
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勢
三
千
三
百
人

が
参
加
し
、「
台
風
に
よ
る
暴
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雨
で
朝
日

町

一
帯
は
地
す
ベ
り
、
山
く
ず
れ
の
ほ
か、

提
防
が
欠
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、
漁
船
が
遭
難
、
泊
中
心
部

に
火
災
が
発
生
」
と
の
想
定
の
も
と
に
消

防
聞
に
よ
る
消
火
訓
練
、
保
育
所
関
児
、

小
、
中
、
高
校
、
児
童
、

生
徒
の
ひ
な
ん
訓

練
、
自
衛
隊
、県
、
町
合
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の
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疫
訓
練
、

国
鉄
北
陸
線
と
国
道
八
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線
の
地
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旧
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業
、
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水
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。
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に
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収
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四
十
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、
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懇
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、
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の
μ
川
氏
削
川
な
と
、
的
倒
的

に
助
制
f
m
dの
山
内
及
、
・
品
川
仰
に
制
。
h
M
さ
れ
、

e

句
作
伏
叫
に
お
け

る
犯
咋
向
山
川
町
に
つ
と

め
ら
れ
た
功
利
一
か
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
ひ

の
点
惨
と
な
っ
た
も
の
で
す
、

った
新 の

緑シ
歩のブ
ー城 b
ご山る
つlこか
Al に
コミ I 

LI 

什

4
－
の
’
川
氏
え
を
ふ
せ
h
0
．
他
山
な
一川
日
を

泊
ご
そ
・
7
と
、
こ
の
況
と
、
明
日
間
体
行

協
会
・
ド
依
で

N
h
v

こ
う
んぶ
”
一
か
れ
刊
紙
の
岐

山
を
小
心
に
行
伝
わ
れ
ま
し
－R
、

ヌ
旅
づ
れ
の
～
邸
申
J

加
点
か
の
タ
く
、
巾
に
は

州
苧
の
お
峨
さ
ん
や
じ
十
附－
J
の
お
年
引

り
も
滋
加
し
、
以
れ
る
げ
を
ふ
品
・＼
か・
3
7

イ

へ
l

ス
で
少
・
』
・
7
Aが
や

”に

4
L
ん
で
い
立

し
た
ω

・3
J
k
i

れ比
l

t
日

l
円
、
、
，
j
】

R
J
I
B
－

キ
A
｛
品
川
J
－h
H

て

M
t
o
y－
4
に

た
つ
づ
み
を
・
ソ
ち
、
午
後
は
腿
仙川
間
決
ま

で
歩
き
、
他
政
に
は
歩
く
こ
と
が
大
切
伝

こ
と
の
白
日
比
中
」
強
め
午
後
三
時
す
き
に
Mm

散
し
玄
し
た
G

八
写
真
は
ザ
ぞ
」
う
会
の
人
た
ち
V

待
望
の
ア
ユ
の
解
禁
は

七
月
二
日
の
予
定
で
す

今
年
は
枇
山
の
ば
れ
か
町一
ハ
た
に
め
仁

η
一
一日
に
な
る
－r
0．心
で
す

た
ん
し
、
例
午
の
と
おい・

いい
パ
げ
抗
一一
一り

え
ん
ぬ
上
流
は
附
片
山
け
か
ら
・
。
パ
付
れ

と

な

り

ま

す
ν

な
お
じ
い作
引
一
ベ
ゲ
・え
ん

見
上
流
は
、
て
ん
か
ら
、
役
川
町
の
吹
小人

K

必
こ
を
つ
C
Jま
す
り
む
、
勺
上
え
り
ヘ－A

I

I

J

d

L

1

－

b

－

1

u

j

t

 

ょ
う
お
一
札
い
に
花
山
口
いし

て

に

さ

、

H

版
刷
判
は
つ
去
の
と
お
り

一

・’K
ハ
ゴ
比
1
H
H

．、

．
ご
J

、r
E

1

4
1
・E
3
れU
r
’I

－

－
’

Hr

・
じ

汁

勺

・

＼

「

川I

j
j

／

｜
 

（小
川・γ
中

γ
’川

小

川
f
河

川川
一判』

・
制

制

問

、
い

O
一
川

。
引叩叫吋
・
品
川
は
作
れ
れ
、山
で
お
ぶ
め
十
ざ
ト

A
J
V土
日
目
的
ト九
州
た
ち
！
．

。
朝
日
岳
山
開
き

登

山

者

募

集

期

日

六
刈
二
州
日
（
ト
一
）

t

ニ｝
九

μ
（
け
〉

一
山
二
日

集
合
場
所

小
川
川
氏
一応
渇
前
広
場

集
会
時
間

作
府
八
時
二
一O
分

会

費

一
、
五

O
C円

米
五
合
持
参

募
集
人
員

五

O
名
（
定
員
締
切
り
）

く
わ
し
い

－」
と
は
、
朗
日
町
役
場
観
光

係
に
お
問
い
合
わ
ゼ
く
だ
さ
い
。

（
屯
＠
二

O
O
内
線
二
五
）
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く
す
り
と
健
康

く
す
り
も
過
ぐ
れ
ば

毒
と
な
る

最
近
は
公
害
問
胞
で
脅
か

さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
神
経
を

使
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

u
l
f

い
ま
す
。

必
広
岡

も
と
も
と
人
間
の
休
に
は

ペW
J

病
気
に
か
か
っ
て
も
、
自
然

d
p

に
治
す
能
力
が
そ
な
わ
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
一
度
か
か
っ
た
伝
染
病

に
対
し
免
疫
が
で
き
る
こ
と
（
白
血
球
が

細
菌
を
食
い
殺
す
作
用
で
す
。
）
小
き
な

切
傷
が
自
然
に
治
っ
て
い
く
な
ど
は
そ
の

あ
ら
わ
れ
で
す
。
し
か
し
病
気
の
種
類
や

程
度
の
差
に
よ
っ
て
自
然
に
治
す
能
力
に

は
限
度
が
あ
り
く
す
り
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

一
般
に
い
う

N

く
す
り
H

と
は

一
、
日
・
本
薬
局
方
に
収
め
ら
れ
て
い
る

も
の

二
、
疾
病
の
診
断
、
治
療
お
よ
び
予
防

に
使
用
さ
れ
る
も
の

三
、
身
体
の
構
造
に
影
削
閣
を
及
ぼ
す
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の

を
い
い
、
単
な
る

「
ま
む
し
の
黒
焼
」
な

ど
は
く
す
り
で
あ
り
ま
せ
ん。

。
〈
す
り
の
吸
収
と
用
量

内
服
燃
は
主
に
小
腸
の
粘
脱
か
ら
吸
収

さ
れ
、
静
脈
に
入
り
血
液
と
と
も
に
肝
臓

を
通
り
体
内
を
循
環
し
て
各
組
識
に
達
し

働
き
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
く
す
り
は
あ
る

特
定
の
臓
器
に
だ
け
作
用
し
、
他
の
臓
器

に
吸
収
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
く
す

り
が
凪
液
中
に
一
定
の
濃
肢
を
保
つ
た
め

に
は
、
正
し
い
一
定
の
分
最
を
服
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

O
く
す
り
の
の
み
過
ぎ
は
い
け
ま
せ
ん
。

く
す
り
は
た
く
さ
ん
飲
ん
だ
方
が
よ
い

と
ば
く
然
と
信
じ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う

で
す
。
く
す
り
の
種
類
に
よ
っ
て
使
う
量

は
み
な
ち
が
い
ま
す
が
、
一
定
量
以
下
で

は
そ
の
効
果
が
現
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
一

定
批
を
こ
す
と
中
糠
を
ひ
き
お
こ
し
ま

す
。
く
す
り
を
使
う
と
ぎ
正
し
い
の
み
方

の
勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
自
分
で
勝
手
に
解
釈
し
て
用
置
を
ま
ち

が
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

最
近
大
鷲
療
法
と
か
ま
た
別
の
く
す
り

も
一
諸
に
飲
む
と
早
く
病
気
が
治
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
聞
も
あ
り
ま
す
が
、
く
す

り
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
体
に
残
溜
し
て

危
険
な
目
に
あ
い
ま
ず
か
ら
注
意
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
く
す
り
の
量
は
年
令
、
性

別
、
病
気
の
種
類
、
そ
の
重
い
軽
い
な
ど

個
人
に
よ
っ
て
止
つ
が
い
ま
す
。
日
常
生
活

に
お
い
て
く
す
り
の
乱
用
は
絶
体
さ
け
ま

7
」
よ
「
ノ
υ

お

と

し

よ

り

の

み

な

さ

ん

医
療
証
の
使
用
に
つ
い
て

＂、

老
人
医
棟
内政
の
給
付
に
つ
主
ま
し
て

は
、
こ
の
四
月
か
ら
七
十
五
才
以
k
の
カ

た
と
、
六
十
五
才
以
上
七
十
五
才
未
満
の

身
体
障
答
者
や
寝
た
き
り
老
人
は
全
額
無

料
、
七
十
才
以
上
七
十
五
才
未
満
の
一
般

缶
入
に
つ
い
て
は
個
人
負
担
分
の
半
額
を

町
が
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
お
と
し
よ
一

り
の
皆
さ
ん
に
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
か
た
に
は
そ
れ
ぞ
れ
医
療
証

あ
る
い
は
、
医
療
資
格
助
成
証
を
お
渡
し

し
て
あ
り
ま
す
が
、
お
と
し
よ
り
の
カ
た

が
医
師
に
診
療
を
受
け
ら
れ
る
際
に
医
療

証
だ
け
を
持
っ
て
行
か
れ
る
か
た
が
多

く
、
医
療
機
関
で
は
事
務
の
磐
理
上
非
常

に
閤
っ
て
い
ま
す
。

医
師
の
診
療
を
受
け
ら
れ
る
際
に
は
必

ず
、
各
家
庭
で
持
っ
て
お
ら
れ
る
健
康

保
険
証
と
老
人
医
療
の
底
療
証
（
社
会
保

険
の
場
合
は
医
療
資
格
助
成
証
）
の
二
つ

を
持
参
さ
れ
る
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し
ま

す
。

I .tJト困
罰金 氏
富永年
E納金
省のに

三か本
自 た 力。

宅へ入
｜ や

現
在
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
た

ち
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に

加

入

し
、
掛
金
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た

ち
ば
、
勤
め
る
と
同
時
に
自
動
的
に
加
入

し
、
掛
金
は
月
給
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い

ま
す
の
で
本
人
が
知
ら
な
い
う
ち
に
、
老

後
の
年
金
が
時
保
さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
国
民
年
金
は
、

加
入
の
手
続
や
掛
金
は
自
分
で
す
る
こ
と

が
た
て
ま
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
手
続
き
を
怠
っ
た
人
は
、
持
来
、
年

金
を
受
け
る
二
と
が
で
き
な
く
な
り

ま

す
。こ

れ
か
ら
は
、
年
金
の
時
代
だ
と
い
わ

れ
な
か
ら
、
将
来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
人
が
、
国
民
年
金
の
対
象
者
か
ら
だ
け

で
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま

す

の

で
、
是
非
、
今
の
う
ち
に
加
入
し
、
ま
た

か
け
忘
れ
品
け
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

が
肝
要
で
す
。

国
民
年
金
で
は
、
今
ま
で
加
入
山
れ
に

な
っ
て
針
金
し
な
か

っ
た
か
た
や
、
加
入

し
て
も
米
納
に
な
っ
て
い
る
か
た
の
た
め

に、

二
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
保
険
料

（
時
効
に
か
か

っ
て
、
本
来
な
・
り
納
め
る

こ
と
が
で
主
な
い
保
険
料
）
も
掛
金
で
魚
、

る
よ
う
に
特
別
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま

す。

。
。
。
。
。
。
。

。
。

し
か
し
、
こ
の
特
別
借
置
も
六
月
一
一一十

0

0

0

0

0

0

 

日
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
。
該
当
の
か

た
は
、
今
す
ぐ
役
場
の
年
金
係
に
申
し
で

て
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

A
V

緑
化
推
進
の
た
め
に
・

緑
の
羽
根
募
金
の
配
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
志
し
た

朝
日
町
の
券
金
総
舗
は
豆
万

一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
を
つ
ま
の
よ
う
に
配
分
し
て

報
化
推
進
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

富
山
県
緑
化
推
進
委
員
会
二
万
四
百
円

朝
日
町
緑
化
推
進
委
員
会

三

万

六

百

円

さ
ら
に
朝
日
町
緑
化
推
進
委
員
会
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
呼
び
か
け
て
い

る
朝
日
町
商
工
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

等
と
協
同
氏
し
町
内
公
共
施
設
及
び
観
光
地

に
、
さ
っ
き
、
紙
、
つ
ば
き
、
な
ど
を
植

樹
し
ま
し
た
が
、
そ
の
募
金
額
と
題
樹
区

分
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、
皆
織
の
こ
協

μ

に
よ
り
植
樹
し
た
木
々
が
、
す
こ
や
か
に

育
っ
て
訪
ず
れ
る
人
の
自
を
業
し
ま
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

花
い

っ
ぱ
い
運
動
協
賛
団
体
及
び

募
集
金
制

朝

日

町

七

万

円

’
緑
化
推
進
委
員
会
三
万
六
百
円

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ヲ

プ

二

万

円

制

H
町
商
工
会

二

万

円

計

十

四

万

六

百

円

さ

っ

き

一

一
五

O
’本

涜

小

学

校

宮

崎

小

学

校

大
家
陀
小
学
校

宮

崎

駅

前

川

病

院

泊

駅

前

肢

山

従

川

（イ）（ロ）

桜

。
本

小
丸
山
公
園

城

山

泊 I白

駅 病

前 院

判例

二
O
本

つ
ば
さ

小
丸
山
公
闘

ヒ
マ
ラ
ヤ

シ
｜
ダ

1

一O
木

小
丸
山
公
開

日
赤
募
金
に
ご
協
力
を

こ
と
し
も
H

赤
十
字
社
員
増
強
遁
動
H

〈
五

t
六
月
〉
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま

す
。
こ
の
運
動
は
、

赤
十
字
の
活
動
を
さ

さ
え
る
赤
十
字
社
員
に
一
人
で
も
多
く
加

入
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
す
。
赤
十
字
社

員
に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
社
員
の
総

力
に
よ
っ
て
人
類
の
宇
和
と
福
祉
の
た
め

に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

朝
日
町
で
は
凶
十
七
年
度
の
日
赤
募
金

の
目
標
額
が

一
役
帯
当
り
、

一一
一一五
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
な
に
と
ぞ
ご
支
躍
、
ご

協
力
く
．
た
さ
い
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
い
た

し
ま
す
。

v
街
頭
紋
血
に
古
紙
謝
企

七
十
三
名
の
応
募
者

さ
る
五
月
十
九
日
、
日
本
亦
十
字
社
と

協
力
し
て
行
な
わ
れ
た
朝
日
町
街
頭
献
血

は
、
町
民
七
十
三
名
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

予
想
外
の
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
が
、

最
近
の
医
療
情
勢
は
続
々
大
量
の
血
液
の

必
要
を
生
じ
て
お
り
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
か
た
が
た
に
対
し
て
厚
〈
時
謝
申
し
あ

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
広
く
町
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
企
お
れ
．
か
い
レ
た

し
ま
す
。

A

－
善
意
の
窓
。

心
浪
ま
る
芳
志

朝
日
吋
善
意
銀
行
へ

こ
の
た
び
許
山
内
返
し
の

一
部
と
し
て
朝

日
町
善
意
銀
行
へ
寝
た
き
り
在
人
の
か
た

が
た
の
福
祉
に
役
立
て
て
は
し
い
と
の
指

定
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
G

て

五

万

円

也
荒
川
一
二
丁
同

稲

村

捨

古
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サ
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活
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介

し

国
際
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
朝
日
グ
ル
ー
プ
・

． 
4・

第202号

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
戸
運
動
は

も
と
も
と
ド
イ
ツ
が
発
祥
で

あ
っ
て
日
本
で
の
活
動
の
歴

史
は
わ
り
に
新
し
い
が
富
山

県
で
は
昭
和
三
十
五
年
に
設

立
さ
れ
、
明
日
町
は
昭
和
四

十
二
年
十
二
月
大
家
住
地
区

柳
田
の
天
香
寺
に
初
め
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
に
は
ま
だ
そ
の
目
的

や
活
動
に
対
す
る
認
識
が
簿
く
、
地
に
背

少
年
の
た
め
の
簡
易
宿
泊
所
と
い
っ
た
印

象
を
与
え
て
い
る
現
状
で
す
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
は
、
背
少
年
が
閣
議

な
旅
行
活
動
に
よ
っ
て
、

国
内
外
の
地

理
、
風
物
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
な
ど
、

各
方
面
へ
の
知
識
を
広
め
、
規
律
あ
る
グ

ル
ー
プ
活
動
及
び
日
常
生
活
の
よ
い
習
慣

を
体
得
し
健
康
の
増
進
を
は
か
り
、
社
会

有
為
の
背
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

朝
日
地
区
で
は
、
山
崎
地
区
の
秀
水
草

史
習
を
会
長
に
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、

入
善
、
宇
奈
月
、
明
日…郊
の
会
員
も
手
を
探

り
あ
っ
て
前
動
を
続
け
、
現
在
A

荒川
H
は
二

十
五
名
に
も
な
り
、
す
で
に
本
年
で
五
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

従
来
の
お
も
な
活
動
は
、

ス
キ
1
ホ
ス

テ
リ
ン
グ
、
サ
イ
ク
り
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
特
に
ユ

l

ス
ラ
リ
ー
の
開
催
な
ど
、

多
彩
な
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
か
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
、
北
臨
路

を
訪
れ
る
多
く
の
ホ
ス
テ
ラ
ー
に
対
す
る

郷
土
の
民
謡
や
歴
史
の
紹
介
、
外
人
ホ
ス

一アラ

ー
を
囲
ん
で
片
言
ま
じ
り
の
英
会
話

(5) 

． 
ク

で
の
ミ

！
？
イ

ン
グ
、
キ
ヤ
ン
ド
戸
サ
ー

ビ
ス
や
、
共
に
座
禅
を
組
ん
で
禅
道
を
探

っ
た
り
、
業
し
い
集
い
が
常
に
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
グ
W

l
プ
は
国
際
的
な
つ
な

が
り
が
あ
り
、
安
い
費
用
で
海
外
旅
行
や

悶
内
旅
行
も
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
い
っ
と
は
な
し
に
国
内
外
に
も

多
く
の
友
達
も
で
き
、
み
ん
な
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

新
型
者
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
天
谷

守
、
ユ

1
ス
ホ
ス
テ

山川
朝
日

グ

W

l

プ

関竃露顕

（
ま
た
は
南
保

・
瓜
供
時
打
）
へ
会
政
二

O
O門
を
添
え
て
巾
し
込
め
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
等
兵
は
楽
し
い
つ
ど
い
の
ひ
と
こ
ま

V

魅
力
あ
る
青
年
団
活
動
を
め
ざ
し
て

朝
日
町
青
年
川
活
動
家
研
修
会

｜
魚
津
市
青
少
年
の
家
て
閃
か
れ
る
｜

朝
日
町
教
育
委
員
会
、
朝
日

町
連
合
青
年
同

主

催
に
よ
る

「
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
青

年
団
活
動
家
研
修
会
」
と
、

「
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
女

子
討
作
の
つ
ど
い
」
が
去
る
五
月
二
十
日
、

二
十
一

日
の
両
H
魚
住
市
の
片
只
川
上
疏

に
あ
る
烈
除
市
背
少
年
の
家
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
激
変
す
る
社
会
情
勢

の
な
か
で
背
年
団
が
当
商
し
て
い
る
諸
問

閣
を
解
決
し
、
魅
力
あ
る
苛
年
聞
に
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い

っ
た
団
運

営
に
必
要
な
技
術
と
知
識
を
習
得
す
る
こ

と
と
、
女
子
育
年
が
職
場
や
青
年
団
、
地

域
で
悩
ん
で
い
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

を
ね
ら
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
研
修

司

唱
li 

会
に
は
迎
合
青
年
間
、
校
下
山
川
年
凶
の
役

員
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
円
闘
は
、
献
し
ゅ
く
な
中
に
も
楽

し
さ
溢
れ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
い
、
第
二
日
目
は
、
一二
つ
の
分
散
会
に

分
か
れ
て
女
子
汗
何十
の
問
魁
点
を
中
心
に

話
し
を
進
め
、
青
年
団
員
と
し
て
何
が
ψ

要
か
、
ど
う
す
れ
ば
団
活
動
が
活
発
に
な

る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま

し

た
。分

散
会
の
あ
と
、
ぺ
l
バ
1
7
ヲ
ワ

1

歌
唱
、
フ
ォ
ー
ク
〆
ン
ス
の
指
将
を
受
け

有
意
設
な
ひ
と
と
舎
を
過
し
ま
し
た
ω

多
加
者
た
ち
は
、
青
年
間
活
動
へ
の
新

た
な
る
意
欲
を
も
や
し
、
お
五
い
に
頑
強

り
あ
う
こ
と
を
寄
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

〈
写
真
は

フ
ォ
ー
ク
〆
ン
ス
の
指
将
〉

H

朝
日
町
青
年
の
歌
H

・

歌

詞

募

集

A
V

朝
日
町
を
故
郷
と
す
る
青
年
の
心
の
つ

な
が
り
を
深
め
、

将
来
の
朝
日
町
を
考
え

る
青
年
の
心
の
糊
と
す
る
た
め
、
朝
日
町

連
合
青
年
団

「
朝
日
町
青
年
の
駄
作
成
実

行
委
員
会
」
で
は
つ

g
の
要
綱
で
歌
詞
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

－
｜

募

集

名

称

「
朝
日
町
内
年
の
欧
」
歌
詞

テ

l
マ

朝
日
町
部
門
年
の
立
気
と
、
今
日
及
び

明
白
の
朝
日
町
の
盗
を
力
強
く
表
わ
し

た
も
の
。

同

応
募
資
格

制

n町
に
在
住
す
る
者

応
募
要
領

応
募
作
品
は
未
発
表
で
自
作
の
も

の
に
限
る
。

要

綱

｜
｜

村(::) （凶）

応
募
作
品
数
は
制
限
し
な
い
a

応
募
作
品
は
返
却
し
な
レ
。

版
縫
は
主
催
者
に
所
属
す
る
。

5

入
滋
作
品
は
主
催
私
自
に
お
い
γ

て
附

作
す
る
こ
と
が
あ
る
。

6

作
品
は
封
市
に
人
れ
、
明
印
す
る

こ
と
。

7

歌
詞
は
三
組
と
す
る
。

同

錆

切
昭
和
何
年
7
月
別
日
ま
で
必
清

送
付
先

朝
日
町
笹
川
五

O
O
一

折
終日
時
犬

審

査

主
催
者
の
定
め
た
事
前
夜
員
が
行
な

。
ぇ
i
J

2 3 4 
ド）十七）1内

入 賞
選

－上門
…
・
賞
状
及
び
副
賞

一
万

同

3
点

・
賞
状
及
び
副
賞

三

千

円

佳
作

（~ 

発

表

昭
和
引
年
8
月
中
旬
、機
関
紙
「
青
年

朝
日
」
号
外
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、

本
人
に
直
接
通
知
す
る
。

回

そ
の
他

作
曲
は
主
催
者
の
定
め
た
作
曲
者
と
す

る
。
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
青
年
団
員

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

ー
朝
日
町
体
育
協
会
」

一

六
月
行
事
予
定
し

ホ
月
二
十
四
日
〕
郡
民
体
育
大
会
（
入
持

七

月

二

日

」

町

）

六
月
三
十
日
第
二
十
二
回
二
市
一
郡

中
学
駅
伝
競
争

r
D
n
x
u
’o
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H
昭
和
田
十
ど
年
皮
日

青
年
学
級
開
設

勤
労
百
年
の
学
刊
の
場
と
し
て
、
木
年

度
も
、
来
年
三
月
ま
で
背
布
十
字
級
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

青
年
学
級
は
、
泊
、
五
節
匹
、
．
南
保
、

山
崎
、
大
門
家
庄
め
五
円
一
寸
級
が
す
で
に
学
習

を
始
め
て
い
ま
す
。
も
う
一
円
一
ナ
殺
は
目
下

計
問
中
で
す
が
、
こ
れ
は
い
づ
れ
も
各
地

区
の
勤
労
青
年
の
申
請
に
よ
っ
て
開
設
さ

れ
る
も
の
で
す
ι

働
会
な
が
ら
学
ぶ
引
け
午
た
ら
は
、
町
民

の
則
仰
に
こ
た
え
、
激
励
す
る
社
会
に
遅

れ
ま
い
γ

と
、
知
減
、
技
能
の
修
叫
と
、
自

己
の
例
併
に
努
め
て
い
ま
す
ら

今れ叶
皮
は
特
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ザ
級
松

自
の
特
色
ふ
る
学
計
計
阿
を
た
て
、
意
欲

あ
る
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

働
く
青
年
た
ち
の
ま
じ
め
な
学
討
活
動
に

対
し
、
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
深
い

ご
理
解
と
あ
た
た
か
い
愛
情
が
畏
ま
れ
て

い
ま
す
。「

車
同
年
の
パ
ス
」

団

員

募

集

中

メ
切
目
六
月
三
十
日

前
日
す
の
広
報
で
発
表
の
と
お
り
視

…
野
を
広
め
て
も
ら
お
う
と
朝
日
町
教

…
育
委
員
会
で
は
七
月
一
一
十
八
日
（
金）

…
夜
か
ら
三
十
一
日
（
月
〉
ま
で
、
滋

日
賀
県
、
福
井
県
三
方
五
湖
を
巾
心
に

「
青
年
の
パ

ス
」
事
業
を
喫
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
団
員
を

・

つ
ぎ
の
要
項
で
募
集
し
て
い
ま

Fω

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
，
た
さ
い
。

一
、
参
加
費
一
人
一
一
、
五

O
O円

一
、
締
切
六
月
二
十
日
（
合
）

一
、
申
込
先
教
育
委
員
会

…梅
雨
期
の
事
故
防
止
一

d

r
・－zz
＝τZ
Er
－－－z
・2
－－E
t
－－Z
E
－－L
－－－z
i
－－z
e
－－u

事
故
を
誘
う
雨
に

ご
用
心

今
年
も
ま
た
う
っ
と
お
し

い
「
つ
ゆ
ど
き
」
に
な
り
ま

し
た
。

超
一
転
す
る
人
も

窓
ガ
ラ
ス
が
く
も
る

ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
な
る

山出
山
附
が
一
郎
く
な
る

な
ど
の
話
条
件
が
重
な
り
忠
わ
ぬ
市
中
紋
と

な
り
ま
す
。

自
動
車
を
迦
転
す
る
人
も
、
道
路
含
歩

く
人
も
つ
M
C
の
・
」
と
に
政
怠
し
て
交
油
市
P

紋
を
防
き
ま
し
ょ
う
ハ
・

1
路
面
に
油
が
ま
い
て
あ
る

雨
が
降
る
と
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
々
る

の
は
路
面
に
水
の
マ
ク
が
で
き
て
潤
滑
油

の
働
さ
を
す
る
か
ら
で
す

U

と
く
に
雨
の
降
り
は
じ
め
は
ホ
コ
リ
も

い
っ
し
ょ
う
に
ぬ
れ
る
の
で
よ
け
滑
る
の

℃
す
の

路
一
闘
が
ぬ
れ
て
い
る
ぬ
合
の
制
動
釦
雌

（
ブ
レ
ー
キ
な
踏
ん
で
か
ら
仲
耶
す
る
ま

で
の
飢
蹴
）
は
附
火
の
場
合
の

2
佑
か
ら

3
倍
に
な
り
京
す
む
ま
た
タ
イ
ヤ
の
ト

レ

ソ
ド
（
ギ
ザ
ギ
ザ
）
が
減
っ
て
い
る
と
、

陥
れ
た
H
は
彬
僚
が
な
く
て
も
耐
が
降
る

と
滑
り
や
す
く
な
る
の
で
取
り
替
え
に
も

注
怠
を
し
た
い
も
の
で
す
心

2
車
問
距
援
を
十
分
に

耐
の
日
は
車
の
窓
，
カ
ラ
ス
が
く
も
っ
た

り
し
て
見
と
お
し
が
ぶ
だ
ん
の
約
半
分
と

な
り
ま
ず
か
ら
く
も
り
，と
め
か
デ
y

口
ス

タ
ー
を
使
レ
視
界
を
保
つ
と
と
も
に

m川

凱
蹴
を
十
分
と
っ
て
低
険
金
感
じ
た
と
き

レ
つ
で
も
い
叩
削
す
る
・
」
と
が
で
き
る
山
地
収

と
運
転
操
作
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

3
雨
あ
が
り
が
危
険
で
す

雨
あ
が
り
は
お
く
れ
た
仕
事
や
時
聞
を

取
り
も
ど
そ
う
と
心
が
あ
せ
っ
て
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
や
す
い
も
の
で
す
。

雨
あ
が
り
は
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
で
運

転
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

4
夜
は
特
に
注
意

夜
間
は
ラ
イ
ト
の
光
い
か
路
面
に
吸
収
さ

れ
て
視
界
が
態
く
そ
の
う
え
対
向
車
の
ラ

イ
ト
に
閉
が
く
ら
み
思
わ
ぬ
事
政
を
お
こ

し
ま
す
。

対
向
車
と
す
れ
違
う
場
合
相
手
の
ラ
イ

ト
を
見
な
い
よ
う
に
し
て
、
自
分
の
什
動

車
の
左
側
ラ
イ
ト
の
約
一一一
十
メ

1
卜
介
先

の
交
泊
状
況
を
確
か
め
な
が
ら
辿
似
す
る

ニ
と
が
大
切
で
す
。

5
歩

t
人
も
気
を
つ
け
て

問
の
口
は
自
動
車
を
巡
転
す
る
人
に
と

っ
て
悪
会
件
が
重
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歩
く
人
も
専
を
運
転
す
る
人
の
立
場
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
－υ

自
分
が
廓
の
ラ
イ
ト
に
附
ら
さ
れ
て
い

る
か
ら
運
転
者
か
ら
よ
く
此
え
る
と
以
い

が
ち
で
す
が
雨
の
降
っ
て
い
る
夜
な
ど
は

大
変
見
え
に
く
い
も
の
な
の
で
す
。

ま
た
、
傘
を
前
に
か
た
む
け
た
り
一山
衣

の

「
か
ぶ
り
」
を
深
く
か
ぶ
り
引
に
対
す

る
用
む
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
か

ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
c
歩
く
人
は
歩
道
の

な
い
道
路
で
は
道
路
の
側
の
白
い
線
の
外

側
を
歩
く
よ
う
に
し
、
こ
と
に
道
路
の
横

断
に
は
左
右
の
安
全
癒
認
を
励
行
し
事
の

直
前
直
後
の
横
断
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
L

夜
の
外
川
は
見
え
や
す
い
川
る
い
色
の

れ
衣
合
つ
け
る
な
ど
制
作少
的
な
山
公
叫
ん
w

l

u
を－
Y
っ
て
が
仙
叫
ん
』肋
日
さ
ま
し
ょ
う
υ

危
い
ふ
・

消
し
忘
れ
、
切
り
忘
れ

毎
日
い
つ
も
こ
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

か
ら
：

．

こ
ん
な
事
ぐ
ら
い
で
ま
さ
か
・
．．
 

一
般
家
庭
の
火
災
は
、
心
の
油
断
か
ら

お
き
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

八
分
附
に
一
閉
会
国
の
ど
こ
か
で
火
況

が
活
生
し
、
一
日
五
人
の
尊
い
人
命
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
b

わ
が
家
の
防
火
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
家
政
み
ん
な
で
話
し
合
い

圧
し
い
知
識
と
良
い
河
慣
を
身
に
つ
け
る

よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
c

ま
た
、
思
っ
て
レ
る
よ
り
、
立
外
に
多

い
の
が
印
刷
守
山
吃
の
印
岡
山
寸
宅
の
火
災
で
す
。

火
災
は
発
見
が
お
そ
く
、
－
｝
九
番
へ
の

通
報
が
お
く
れ
る
た
め
大
き
な
火
災
に
な

っ
て
い
ド
ま
す
。

出
か
け
る
と
き
、

仕
事
が
お
わ
っ
た
あ

と
、
寝
る
ま
え
に
は
、
必
ず
火
の
元
の
総

点
検
を
行
う
ニ
と
が
火
災
を
な
く
す
あ
ヒ

ケ
ツ
で
す
。

。
話
し
合
い
と
理
解
を

防
火
に
つ
い
て
は
、
と
な
り
近
所
が
お

た
が
い
に
ぷ
し
介
レ
、
知
識
を
交
陥悦
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
υ

町
内
の
市
会
の
時
な

ど
は

－
得
良
い
機
《
で
す
。
比－H
さ
ん
か
ら

の
県
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
首
会
の
出

へ
、
消
防
暑
よ
り
服
パ
れ
が
う
か
が
い
防
火

に
つ
い
て
の
説
川
を
い
た
し
ま
す
し

。
ま
ず
家
族
ぐ
る
み
の
防
火
か
ら

町
内
防
火
の
初
歩
で
も
っ
と
も
大
切
な

こ
と
は
家
族
ぐ
る
み
の
防
火
で
す
し

ハ
分
の
家
か
ら
絶
汁
に
火
事
を
川
さ
な

い
と
I
J

う
じ
が
支
え
が
町
内
防
火
の

m．

山みで
す
心

火
事
と
救
急
は
局
審
な
し

一
一
九
番

一一
般
開
会
わ
せ
は

＝
一
1
0
0
0九
番

「

D
n
6
s守

沖
縄
復
帰
と
郵
便
の
取
扱
い

五
月
十
五
日
の
沖
縄
復
仰
に
伴
い
岡
県

と
の
問
に
つ
ぎ
の
と
お
り
郵
便
の
取
敏
い

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

O
一
般
の
手
紙
類
は
内
地
と
同
じ
に
取
扱

わ
れ
ま
す
G

O
小
包
は
第
三
地
幣
と
し
て
六
キ
ロ
グ
ヲ

ム
ま
で
（
九
州
と
同
じ
）
般
わ
れ
ま
す
。

O
航
祭
小
包
は
速
連
銀
い
と
さ
れ
る
も
の

に
限
ら
れ
、
一

般
の
小
包
料
念
の
ほ
か

重
量
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
一
昨
に
二
三

O
円
づ

っ
加
算
と
な
り
、
市
一附
問
キ
ロ
グ
ラ
ム

ま
で
取
は
似
わ
れ
ま
す
じ

郵
便
受
箱
は

ご
家
陪
の
開
札
で
す
り
も
れ

な
〈
設
問
し
ま
し
ょ
う
。

ど

ん

な

咋

び

名

で

も

ひ

け

る

よ

う

に

重

複

掲

載

を

川也パザ・川山軟には
、
い
ろ
レ
ろ
な
叫
び
名
で

も
ひ
け
る
よ
う
に
川
か
所
で
A
p
o
－
市
惚
し
て

の
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
b

0
．
九
十
汗
別
氾
話
帳
に
け
、
お
名
前
の
ほ

か
、
船
一
号
〈
飲
良
山
、
h
J
院
、
た
ね
院

銭
楊
、
制
山
い
一
等
の
口
問
川
ゲ
）
、

い岨
杯
、
略

称
な
ど
全
部
の
せ
れ
ほ
・
コ
が
お
山
仰
の

P

R
に
も
な
り
ま
す

b

へ
料
金
は
、

一
か

γ

附
こ
と
に
二
0
0円
で
す
）

〈〉
五
十
白
別
定
話
帳
の
砧
紋
巾
込
締
切
は

仁
川
中
旬
引
で
す
υ

可i 0 
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中
学
生
の
非
行

み

ん

な

で

守

ろ

う

愛

の

手

で

(7) 

最
近
の
少
年
非
行
、
少
年
犯
罪
の
中
で

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
四

t
五
才
の

い
わ
ゆ
る
年
少
少
年
の
非
行
問
題
で
す
。

一
回

t
五
才
の
年
少
少
年
は
、
ち
ょ
う

ど
中
学
生
の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

年
ご
ろ
の
少
年
た
ち
の
身
体
的
な
而
で
の

成
長
は
、
目
を
見
は
ら
せ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
精
神
的
な
面
の
発
達
は
こ
れ
と

並
行
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
情
緒
的
に
も
不

安
定
で
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
い
傾
向

が
強
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
非
行
の
喫
磁
を
見
ま
す
と
、
窃

慌
で
は
、
物
ほ
し
き
ゃ
ス
リ
ム
M

在
求
め
て

の
万
引
と
か
、
自
転
引
を
臨
ん
だ
り
す
る

も
の
が
多
く
、
恐
か
っ
と
い
っ
て
も
、
路

上
や
学
校
で
、
同
じ
年
ご
ろ
の
少
年
か
ら

少
額
の
金
銭
を
た
か
る
と
い
っ
た
よ
う
な

も
の
が
大
部
分
で
す
。
暴
力
を
ふ
る
う
事

件
で
も
学
校
や
路
上
な
ど
で
、
同
年
輩
の

友
人
や
親
見
知
り
の
少
年
を
相
手
に
し
た

け
ん
か
程
度
が
目
だ
ち
ま
す
。
ま
た
二
人

以
上
組
ん
で
行
な
う
の
が
特
徴
で
約
半
数

に
不
良
交
友
関
係
が
見
ら
れ
ま
す
。

非
行
を
犯
し
た
中
学
生
の
捌
査
結
県
に

よ
れ
ば
、
学
校
の
中
で
の
安
定
憾
に
乏
し

く
、
先
生
や
友
だ
ち
と
の
閲
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
も
の
や
、
将
来
の
進
路
に
つ
い

て
も
、
十
分
な
見
通
し
を
も
っ
て
い
な
い

も
の
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
生
活
の

中
で
余
蝦
時
間
の
占
め
る
割
合
か
大
き

く
、
活
動
が
と
か
く
家
庭
の
外
に
向
か
う

傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
テ
レ
ビ
の
彰

曹
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
非
行
は
、
学
校

生
活
と
家
隆
生
活
と
の
聞
に
ま
た
が
る
正

午
か
ら
午
後
六
時
ご
ろ
ま
で
の
聞
が
過
半

数
で
す
り

家
庭
裁
判
所
は
非
行
少
年
に
つ
い
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
、
そ
の
性
絡
や
環
肢
の
問

凶
点
を
科
学
的
に
調
査
し
た
う
え
、
ど
う

す
れ
ば
非
行
を
繰
り
返
す
』
」
と
を
防
左
、

健
全
に
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
主

眼
に
し
て
、
事
件
を
取
り
激
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
少
年
非
行
の
問
題
は
、
裁

判
所
や
瞥
察
、
児
茸
相
談
所
、
保
護
観
察

所
な
ど
関
係
機
関
だ
け
で
解
決
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

非
行
を
犯
す
前
の
段
階
ゃ
、
非
行
性
の

進
ま
な
い
段
階
で
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

社
会
の
指
噂
教
育
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が

き
わ
め
て
大
き
く
「
早
期
発
見
、
早
期
治

療
」
こ
そ
少
年
非
行
対
策
の
鉄
則
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
峰
、
学
校
、
地
域

社
会
と
関
係
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
少
年
の
央
般
に
十
分
関
心
を
払
い
柑
互

に
緊
密
な
連
絡
と
協
力
を
図
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

一
み

第

三

日

曜

日

は

・

一
一。

家

庭

の

日

…

U
F

，e
、

一

町

家
族

み

ん

な

で

話

し

あ

い

…

一
み

力

を

出

し

あ

い

一
る

楽

し

み

あ

い

ま

し

ょ

う

一
く

I
l－
－

I
ll
i－
－

1
1
1
1
一

一

家

自

転

車

の

ニ

人

乗

り

一

一
に
無
灯
火
を

…
る
な
く
し
ま
し
ょ
う
…

一
守

i

一

引
ア
お

と

な

も

こ

と

も

も

U

…しれ

交
通
ル
ー
ル
を
守
り

．

…
少

み

ん

な

で

一

…
青

法

意

し

あ

い

ま

し

ょ

う

…

F

J

 

一
町
か
ら
ゴ
ミ
を
な
く
し
よ
う

一
担
気
は
い
つ
も
B
れ
レ
に

，

花
や
木
を
備
え
よ
う

寸
山
も
川
も
海
も

き
れ
い
に
し
よ
う

わ
れ
ら
の
郷
土
を

い
つ
も
美
し
く

． 、
一一ー一一一－－

珍

ら

し

い

黄
金
色
の
マ
ム
シ

教

材

用

に

小

川

中

学

校

政
金
色
を
欣
つ
非
常
に
珍
ら
し
レ
マ
ム

一
シ
が
教
尉
と
し
て
小
川
中
砂
子
校
に
併
附
さ

γ

れ
ま
し
た
。
贈
り
主
は
羽
入
の
大
戯
友
行

一
き
ん
で
、
小
川
温
泉
元
湯
露
天
風
片
付
近

一
で
捕
え
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど
液
浸
標
本

、
に
し
支
し
た
。

黄
金
色
を
放
っ
理
由
と
し
て
、
突
然
変

異
に
よ
る
色
素
欠
乏
と
お
も
わ
れ
ま
す
が

こ
の
よ
う
な
現
象
は
虹
鱒
や
錦
鯉
な
ど
の

接
穂
魚
に
見
ら
れ
、
自
然
界
で
は
甑
め
て

珍
し
い
例
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
c

町
広
報
保
存
者
に

｜

記
念
品
贈
呈
｜

さ
き
に
発
表
し
ま
し
た
よ
う
に
、
町
広

報
二
O
O号
記
念
と
し
て
、
創
刊
号
か
ら

こ
の
む
ロす
ま
で
、
一

O
一
号
か
ら
ニ

O
O

口
す
ま
で
の
保
存
者
を
調
べ
て
い
ま
し
た
が

左
記
の
方
々
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
内

容
を
調
べ
た
と
こ
ろ
間
違
レ
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
の
で
近
く
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。
そ
の
後
申
出
者
が
な
く
、

五
月
二
十
日
で
し
め
き
り
ま
し
た
。

保

存

者

氏

名

創
刊
号

t
二
O
O号

宮

崎

大

平

与

治

州

創

作

繁

次

一
O
一
号

t
ニ
O
O
号

平

柳

西

川

重

成

不

動

掌

川

上

嘉

一

堤

水

島

近

太

郎

0

・
水
島
八
郎
右
エ
門

下

山

新

広

沢

三

郎

な
お
、
さ
き
に
発
表
し
ま
し
た
平
坂
米

山
さ
ん
は
商
川
重
成
さ
ん
誤
り
で
し
た
の

で
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

北

電

だ

よ

り

H

こ
れ
は
危
険

す
ぐ
に
な
お
し
ま
し
ょ
う
・

ドシドyハッ・スイッナ

l (1 

包

壌
を
た
た
か
な
い
と
ス
イ
Y

チ
が
つ
か

な
い
l
i
’
よ
く
見
か
け
ま
す
が
危
険
状
態

で
す
L

す
ぐ
に
お
取
り
替
・
え
く
．
た
さ
い
。

H

こ
れ
は
危
険

す
ぐ
に
な
お
し
ま
し
ょ
う
H

;fof-'a ・コードまト に
す ・ 被 。ぞ
。感五、 の
電く ま
・の ま
漏肢 で
電れは
・た無
火 コ 理
災 1 。
をド新

~If~ し
記γr
こヨ も

し 1 の
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tg 3種郵便物認可 (8) 

ー

す

礼

物
を

た

て

る

前

に

」

「
｜
建
築
許
可
を
受
け
て
し

建
築
基
準
法
は
建
築
物
の
敷
地
、
構
造

設
備
及
び
用
途
に
関
す
る
最
低
の
基
準
を

定
め
て
、
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財
産

の
保
護
を
関
り
、
公
共
の
隔
祉
の
地
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

朝
日
町
は
境
地
区
以
外
の
地
区
は
話
市一

計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
区

域
内
に
限
り
建
築
器
準
法
に
よ
り
一

0
平

方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
を
建
築
す
る

場
合
、
建
築
確
認
申
請
書
を
提
出
し
、富
山

県
建
築
主
主
干
の
許
可
を
必
要
と
し
ま
す
。

な
お
、
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
は

住
い
環
境
の
悠
備
と
い
う
観
点
か
ら
、
道

路
巾
員
、
健
・へ
い
率
等
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
建
設
諜
又
は
入
義
一一

土
木
事
務
所
建
築
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
レ
3

H
消
防
設
備
士
試
験
H

試
験
の
場
所

県
立
雄
峰
高
等
円
子
校

願
書
受
付
期
間

六
月
十
五
日

t
六
月
三
十
日

願
書
揮
出
先

富
山
市
新
総
胡
輪

一／
七

富
山
県
総
務
部
消
防
防
災
線

そ

の

他

試
験
日
そ
の
仙
出
く
わ
し
い
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
、

朝
日
町
消
防
本
部
〈
電

話
三

i
O
O
O九
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

て
く
．た
き
い
。

※
消
防
殺
側
土
の
資
絡
が
な
い
と
、
政

令
で
定
め
る
消
防
用
設
備
の
設
置
に
か

か
る
工
準
の
整
備
を
お
こ
な
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
旧
制
中
学
ま
た
は
、
高

校
以
上
の
学
服
の
あ
る
か
た
は
、
ど
な

た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

2 3 4 

昭
和
田
＋
七
年
度

町
広
報

「
あ

さ

ひ

」

編

集

委

員

紹

介

委

員

長

（

学
識
経
騒
者
）
九
里
道
守

副
委
員
長
（

h
q

）

間

部

善

治

委

員

（

h
q

〉
広

川

親

義

。

（

h
q

）

消

原

為

芳

関
係
機
関
代
表
委
員

校

長

会

金

森

喜

一

体

協

本

村

朝

男

連

合

狩

年

団

篠

悶

開

段

通

ム

ロ

婦

人

会

野

田

い

の

農
業
セ
ン
タ

ー

藤

田

富

一

一

議
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